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　議会運営委員会編集

9月定例会
第３回定例会は、９月２日から開会され、町長から提案のあった補正予算など
２０議案を、いずれも原案どおり可決し、５日に平成２７年度各会計決算審査、
８日に一般質問等を行って閉会しました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

虔
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

８
千
９
５
２
万
円

　
８
月
17
日
か
ら
９
月
１
日
に
か
け
て
の

台
風
被
害
に
よ
る
町
道
、
明
渠
排
水
、
水

道
施
設
な
ど
の
補
修
、
排
水
機
場
等
操
作

業
務
な
ど

（
一
般
会
計
補
正
第
４
号
・
第
５
号
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
第
３
号
）

虔
宅
地
分
譲
地
整
備
事
業

７
７
５
万
円

　
茂
岩
末
広
町
の
町
有
地
を
宅
地
分
譲
地

と
し
て
造
成
す
る
た
め
整
備
。
建
物
の
取

壊
し
に
３
３
０
万
円
、
水
道
管
の
布
設
に

２
０
０
万
円
、
下
水
道
公
共
桝
の
設
置
に

２
４
５
万
円

虔
町
道
維
持
補
修
工
事

  

２
０
０
万
円

　
小
川
南
９
線
横
断
管
補
修
工
事

虔
流
木
等
処
理
事
業

  

４
０
０
万
円

　
海
岸
に
漂
着
し
た
流
木
の
処
理

（
一
般
会
計
補
正
第
３
号
・
第
５
号
）

虔
全
道
全
国
大
会
参
加
派
遣

補
助  

　
　
　
　 

６
０
万
円

　
豊
頃
塁
球
倶
楽
部
の
全
国
大
会
出
場
等

へ
の
助
成
費
を
追
加
補
正

虔
土
地
改
良
事
業

  

６
０
０
万
円

　
農
道
、
明
渠
の
維
持
補
修
費
を
追
加

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
一
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 3 号 ) 　　5千276万円 51億9千479万円

一　 般　 会　 計 ( 第 4 号 ) 　　3千246万円 52億2千725万円

一　 般　 会　 計 ( 第 5 号 ) 　　5千756万円 52億8千481万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ( 第 1 号 ) 　　1千665万円 4億1千401万円

医 療 施 設 特 別 会 計 ( 第 2 号 ) 　　　　83万円 1億5千083万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 ( 第 2 号 ) 366万円 1億8千953万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 ( 第 3 号 ) 150万円 1億9千103万円

公共下水道特別会計 ( 第 1 号 ) 　　　245万円 3億5千408万円

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
補
正
予
算
の
主
な
も
の

役
場
だ
よ
り
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平成27年度　各会計の歳入歳出決算を認定
各会計の歳入歳出決算額

会　計　名 歳入総額 歳出総額 差　引　額 翌年度繰越額 実質収支額

一 般 会 計 4,836,687,471 4,694,650,419 142,037,052 30,849,000 111,188,052

国民健康保険特別会計  673,177,126 624,243,650 48,933,476          0 48,933,476

介 護 保 険 特 別 会 計  380,715,245 360,592,414 20,122,831          0 20,122,831

後期高齢者医療特別会計 56,671,654 56,366,238 305,416          0 305,416

医 療 施 設 特 別 会 計 107,364,775 106,011,657 1,353,118          0 1,353,118

簡 易 水 道 特 別 会 計 323,214,136 318,711,983 4,502,153          0 4,502,153

公 共 下 水 道 特 別 会 計 201,705,278 199,685,965 2,019,313          0 2,019,313

【単位：円】

　平成27年度一般会計ほか６特別会計の歳入歳出決算は、町監査委員の決算審査意見書とともに
議会に提出され、本会議において審議を行った結果、各会計とも認定することに決定しました。各
会計の決算額は、上記のとおりです。
　このほかに、平成27年度東十勝消防事務組合一般会計決算が議会に提出され、本会議において
審議を行った結果、認定することに決定しました。これは、当組合が平成28年３月31日に解散し
たことから、消防団に関する事務を承継した各組合構成町において決算審議するためです。

主
な
審
議
内
容

平
成
28
年
度
補
正
予
算

　
災
害
用
備
蓄
食
料
の
保
管
状
況

は
？

　
ご
飯
類
を
１
千
食
、
パ
ン
を

２
０
０
食
、
水
を
４
８
０
リ
ッ
ト

ル
、そ
の
他
副
食
類
を
保
管
し
て
い
る
。

　
避
難
指
示
発
令
中
に
固
定
電
話

が
一
時
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
が
そ

の
対
応
は
？

　
各
行
政
区
長
に
回
覧
文
書
を
配

布
す
る
と
と
も
に
、
防
災
無
線
に

よ
り
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
状
況
の

周
知
に
努
め
た
。

　
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
内
水
排

水
の
状
況
と
今
後
増
車
す
る
意
向

は
な
い
か
？

　
国
所
有
２
台
、
町
所
有
１
台
の

排
水
ポ
ン
プ
車
を
稼
働
し
た
。
排

水
ポ
ン
プ
車
は
、
大
き
い
も
の
で
数
億

円
す
る
こ
と
か
ら
増
車
は
難
し
い
。国
、

道
と
協
議
し
て
住
民
の
安
全
の
た
め
努

力
し
て
い
く
。

　
流
木
等
処
理
費
の
概
要
と
今
後

の
流
木
処
理
は
？

　
浦
幌
町
と
の
共
同
事
業
に
よ

り
、
海
岸
に
漂
着
し
た
流
木
が
海

に
再
流
出
し
な
い
よ
う
、
一
時
的
に
岸

へ
押
し
上
げ
堆
積
す
る
。
堆
積
し
た
流

木
の
処
理
は
、
海
岸
管
理
者
で
あ
る
北

海
道
が
実
施
す
べ
き
で
、
早
期
処
理
の

要
請
に
努
め
る
。

　
町
有
建
物
解
体
撤
去
工
事
に
関

し
て
、
全
体
事
業
の
概
要
は
？

　
茂
岩
末
広
町
の
土
地
２
千
19
㎡

と
建
物
を
、
第
２
回
定
例
会
で
議

【
そ 

の 

他 

の 

議 

案
】

【
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
下
水
道
施
設
機
械
設
備
改
築
更
新
工

事
の
契
約
。金
額
は
５
千
９
８
９
万
円
。

▼
物
品
の
取
得

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
乗
車
定
員
29
名
）

１
台
を
購
入
。
金
額
は
７
０
０
万
円
。

納
入
期
限
は
平
成
29
年
１
月
12
日
。

　
豊
頃
中
学
校
生
徒
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
一
式
を
購
入
。
金
額
は

１
千
３
７
２
万
円
。

　
12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
河
原

葉
子
氏
の
後
任
に
津
久
井
淑
恵
氏
（
礼

作
別
）
を
推
薦
し
た
い
と
の
諮
問
が
あ

り
、
こ
れ
に
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
平
成
31
年
12
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
平
成
27
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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決
さ
れ
た
予
算
に
よ
り
購
入
し
た
。
建

物
は
取
り
壊
し
た
上
で
、
５
区
画
に
分

割
し
、
個
人
住
宅
用
地
を
想
定
し
た
分

譲
地
と
し
て
整
備
す
る
。
整
備
が
完
成

次
第
、
で
き
る
だ
け
早
く
分
譲
し
て
い

き
た
い
。

平
成
27
年
度
決
算

　
町
税
等
の
滞
納
者
に
対
し
て
差

し
押
さ
え
を
す
る
と
き
、
生
活
状

況
の
把
握
を
し
て
い
る
か
？

　
滞
納
者
と
は
、
差
し
押
さ
え
を

す
る
前
に
十
分
協
議
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

　
固
定
資
産
税
の
今
後
の
見
込
み

は
？

　
企
業
の
参
入
等
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

住
宅
の
新
築
で
は
、
税
の
軽
減
措
置
が

あ
る
こ
と
か
ら
大
き
な
増
加
は
期
待
で

き
な
い
。

　
地
方
交
付
税
の
今
後
の
見
込
み

は
？

　
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
地
方
交

付
税
は
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
も
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
る
対
策

を
進
め
て
い
く
。

　
宿
泊
施
設
改
修
事
業
補
助
に
よ

る
事
業
効
果
は
？

　
施
設
内
部
の
改
修
に
よ
り
、
宿

泊
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
の
経
営
者
に
対
し
て

更
な
る
企
業
努
力
を
求
め
て
は
？

　
直
接
的
な
行
政
指
導
は
で
き
な

い
が
、
町
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
木
工
芸
館
の
今
後
の
利
用
は
？

　
利
用
者
数
の
減
、
作
業
機
械
の

老
朽
化
に
よ
り
現
在
休
館
し
て
い

る
。
今
後
、
庁
内
で
施
設
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。

　
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
利
用
は
？

　
セ
ン
タ
ー
は
取
り
壊
し
た
上

で
、
イ
ベ
ン
ト
資
材
の
格
納
庫
を

建
設
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
町
民
芸
術
鑑
賞
会
食
糧
費
の
支

出
と
あ
る
が
？

　
鑑
賞
会
出
演
者
へ
の
飲
料
、
軽

食
を
支
出
し
た
も
の
。
食
糧
費
の

支
出
は
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

　
文
化
公
演
支
援
事
業
補
助
の
事

業
実
績
は
？

　
昨
年
度
の
実
績
は
、
１
件
で

あ
っ
た
。

　
学
校
給
食
費
に
収
入
未
済
額
が

あ
る
。
未
納
者
の
生
活
状
況
が
心

配
だ
が
？

　
未
納
者
宅
へ
訪
問
す
る
た
び

に
、
町
の
就
学
援
助
制
度
の
説
明

を
行
っ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
申
請
は

さ
れ
て
い
な
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
事
務

に
対
す
る
方
針
は
？

　
住
民
の
税
負
担
の
公
平
性
を
考

え
、
法
律
に
基
づ
き
徴
収
事
務
を

行
っ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
者
に

対
し
て
、
短
期
被
保
険
者
証
や
資

格
証
明
書
の
交
付
は
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
が
？

　
未
納
者
と
の
納
付
相
談
の
中

で
、
税
の
分
割
納
付
等
誠
意
の
見

ら
れ
な
い
世
帯
に
対
し
て
交
付
し
て
い

る
。　「

短
期
被
保
険
者
証
」
と
は
、

国
民
健
康
保
険
税
未
納
者
の
う

ち
、
納
付
へ
の
誠
意
が
見
ら
れ
な

い
場
合
に
、
通
常
の
保
険
証
の
替

わ
り
に
交
付
さ
れ
る
有
効
期
限
の

短
い
保
険
証
。

　「
資
格
証
明
書
」
と
は
、
１
年

以
上
国
民
健
康
保
険
税
を
未
納
す

る
者
の
う
ち
、
納
付
へ
の
誠
意
が

見
ら
れ
な
い
場
合
に
、
保
険
証
の

替
わ
り
に
交
付
さ
れ
る
書
類
。
医

療
機
関
受
診
時
に
は
、
窓
口
で
医

療
費
の
10
割
を
負
担
し
、
後
日
申

請
に
よ
り
自
己
負
担
分
を
除
く
額

が
給
付
さ
れ
る
。

　
介
護
保
険
料
の
未
納
者
へ
の
対

応
は
？

　
こ
ま
め
に
未
納
者
宅
を
訪
問

し
、
保
険
料
の
分
割
納
付
な
ど
対

象
者
の
都
合
に
合
わ
せ
た
徴
収
に
努
め

て
い
る
。

今後の利用が検討される木工芸館

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
主
な
審
議
内
容

役
場
だ
よ
り
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福
祉
ゾ
ー
ン
構
想
の

今
後
は
？

旧
は
と
や
跡
の

　
　
　
　
　

再
利
用
は
？

大
谷
　
友
則
　
議
員 

Ｑ
　
福
祉
ゾ
ー
ン
の
今
後
の
施
設
整
備

計
画
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
高
齢
者
定
住
促
進
住
宅
の
更
な
る
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
公
園
の

整
備
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
の
具
体
的
事
業
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活
支
援
の

担
い
手
育
成
、
地
域
資
源
の
開
発
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
す

る
。
ま
た
、
豊
頃
医
院
、
歯
科
診
療
所

Ｑ
　
農
業
、
漁
業
、
林
業
等
関
連
企
業

を
含
め
た
被
害
状
況
と
被
害
額
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
農
業
で
は
、
約
４
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
が
冠
水
す
る
ほ
か
に
、
施
設
の

破
損
、
倒
壊
、
生
乳
の
廃
棄
、
農
業
機

械
の
冠
水
等
の
被
害
が
あ
る
。
漁
業
で

は
、
さ
け
定
置
網
の
設
置
を
目
前
に
、

相
当
量
の
流
木
が
発
生
し
た
。
林
業
で

は
、
風
倒
木
が
見
ら
れ
る
。
被
害
額
の

算
定
は
難
し
く
公
表
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

Ｑ
　
台
風
被
害
に
対
す
る
対
応
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
農
業
で
は
、
農
道
や
明
渠
の
復
旧
を

進
め
て
い
る
。
漁
業
で
は
、
流
木
処
理

に
つ
い
て
海
岸
管
理
者
へ
の
要
請
を
行

い
な
が
ら
、
浦
幌
町
と
協
議
の
う
え
、

障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

林
業
で
は
、
林
道
の
復
旧
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
農
家
の
資
金
対
策
で

は
、
農
協
と
協
議
し
な
が
ら
、
利
子
補

給
な
ど
の
支
援
対
策
を
考
え
て
い
く
。

台
風
被
害
の
状
況
は
？

と
連
携
し
て
、
認
知
症
患
者
へ
の
早
期

対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、

福
祉
ゾ
ー
ン
の
効
果
を
最
大
限
活
か
す

努
力
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
社
会
福
祉
協
議
会
と
町
と
の
連
携

は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
は
、
連
携
を
密

に
し
て
ひ
だ
ま
り
交
流
館
の
運
営
な
ど

の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
な
が

ら
事
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
進
め
た

い
。

Ｑ
　
取
得
か
ら
数
か
月
経
過
し
た
旧
は

と
や
跡
の
再
利
用
計
画
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
茂
岩
市
街
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
観

光
拠
点
施
設
ま
た
は
商
業
施
設
へ
の
改

修
を
考
え
て
い
る
。
国
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
来
年
度
中

に
整
備
費
の
予
算
化
を
検
討
し
て
い

る
。

Ｑ
　
地
方
創
生
の
視
点
か
ら
の
方
策

は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
地
方
創
生
の
拠
点
施
設
に
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
将
来

的
に
は
、
消
防
施
設
が
隣
接
し
て
い
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
利

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

岩
井
　
　
明
　
議
員 

大津海岸に漂着した流木

再利用を検討している旧はとや跡

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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十
勝
川
下
流
域
に
お
け
る

農
地
冠
水
対
策
は
？

Ｑ
　
上
流
域
で
の
大
雨
に
よ
り
十
勝
川

が
増
水
す
る
と
、
町
内
の
雨
量
が
少
な

く
て
も
被
害
が
出
る
こ
と
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
排
水
機
場
等
の
排
水
機
能
の
強
化
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
十
勝
川
河
畔
林
自
然
環
境
調
査
の

調
査
区
域
は
？

Ａ
　
山
本
産
業
課
長

　
豊
頃
大
橋
下
流
の
十
勝
川
左
岸
の
う

ち
、
幌
岡
、
旅
来
地
区
の
一
部
。
伐
採

区
域
は
約
63
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち

伐
採
面
積
は
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
で
あ

る
。

と
、
業
務
を
維
持
で
き
る
電
源
を
確
保

す
る
非
常
用
電
源
設
備
の
２
項
目
で
あ

る
。

Ｑ
　
役
場
庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
場
合

の
対
応
を
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
行
政
デ
ー
タ
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

札
幌
に
確
保
し
て
お
り
、
庁
舎
が
被
害

を
受
け
た
場
合
で
も
業
務
に
支
障
の
な

い
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
庁
舎
が
使
用

で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
代
替
庁
舎
の

用
意
は
考
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
時
の

状
況
に
よ
り
、
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ

た
対
応
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
分
野

を
活
用
し
た
災
害
対
応
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
て
、
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
情
報
収
集
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

本
年
の
異
常
気
象
に
よ
る

畑
作
農
家
へ
の
救
済
措
置
は
？

坂
口
　
尚
示
　
議
員 

Ｑ
　
６
月
中
旬
か
ら
の
湿
害
傾
向
、
８

月
か
ら
９
月
の
台
風
被
害
に
よ
り
収
穫

予
測
の
付
か
な
い
農
家
も
多
い
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
営
農
継
続
が
で
き
る
よ
う
、
国
、
北

海
道
等
の
関
係
機
関
に
要
請
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
町
と
し
て
の
方
策
は
、

農
協
と
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
農
家
の
借
入
金
へ
の
利
子
補
給
や

固
定
資
産
税
の
減
免
は
考
え
て
い
る

か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
町
と
し
て
、
農
家
の
負
担
を
抑
え
る

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

異常気象による被害が心配される農作物

小
笠
原
茂
人
　
議
員 

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
け
る
十
勝
川
河

畔
林
伐
採
の
効
果
と
事
業
継
続
は
？

Ｑ
　
自
然
環
境
調
査
、
河
畔
林
伐
採
物

処
理
の
今
後
の
計
画
は
？

　
ま
た
、
豊
頃
大
橋
上
流
の
十
勝
川
左

岸
区
域
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業

被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
河

畔
林
伐
採
の
考
え
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
こ
れ
ま
で
の
自
然
環
境
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
帯
広

開
発
建
設
部
が
実
施
す
る
十
勝
川
河
畔

林
の
公
募
伐
採
事
業
に
よ
る
伐
採
区
域

と
な
る
よ
う
、
今
年
度
か
ら
要
請
を
開

始
し
た
。

　
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
生
息
数
の
抑
制
を
前
向
き
に
検
討
す

る
。自

治
体
が
非
常
時
に
備
え
て
定
め

る
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）は
？

Ｑ
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
国
か
ら
要
請
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
町
の
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
災
害
時
に
行
政
が
災

害
対
応
等
の
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め

の
計
画
で
あ
る
。
町
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

改
め
て
策
定
せ
ず
、
明
記
が
必
要
な
重

要
事
項
に
つ
い
て
、
一
部
を
除
き
地
域

防
災
計
画
等
に
記
載
し
て
い
る
。
明
記

し
て
い
な
い
重
要
事
項
は
、
役
場
庁
舎

が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
代
替
庁
舎

災害時の対応を明記する

地域防災計画

広
報
と
よ
こ
ろ

議
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よ
り
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Ａ
　
和
田
総
務
課
長

　
市
町
村
が
住
民
の
携
帯
電
話
へ
災
害

情
報
や
避
難
情
報
を
メ
ー
ル
送
信
す
る

等
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

有
用
性
は
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
　
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
社
会
福
祉
法
人
豊
頃
愛
生
協
会
と
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
、今
年
１
月
か
ら
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
こ
ろ
荘
と

は
る
に
れ
Ｔ
ｏ
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
の
２
施
設
を

福
祉
避
難
所
に
指
定
し
た
。

Ｑ
　
大
災
害
に
よ
り
す
べ
て
の
福
祉
避

難
所
が
開
設
で
き
な
い
場
合
の
対
応

は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
仮
定
の
話
を
基
に
し
た
対
応
に
つ
い

て
答
弁
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
法
律

的
に
求
め
ら
れ
る
福
祉
避
難
所
で
は
な

く
と
も
、
安
心
し
て
避
難
で
き
る
場
所

を
一
時
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
て
い
る
。

　「
福
祉
避
難
所
」
と
は
、
災
害

時
に
要
援
護
者
が
避
難
生
活
を
す

る
た
め
の
二
次
避
難
所
。
高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
産
婦
、
傷
病
者
な
ど

の
避
難
先
と
し
て
、
施
設
の
安
全

性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
が
条
件

と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
は
？

大
崎
　
英
樹
　
議
員 

Ｑ
　
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た
「
安
定

し
た
雇
用
創
出
」
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
総
合
戦
略
に
お
け
る
基
本
目
標

で
あ
る
「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」
に
対
し
、
町
は
、「
豊

か
な
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
い
る
。
数
値
目
標
で
は
、
平

成
31
年
度
ま
で
に
新
規
起
業
支
援
・
企

業
誘
致
を
５
件
、
定
住
就
業
者
数
を
30

人
増
加
と
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
は
、

行
政
だ
け
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
い
の

で
、
専
門
的
知
識
や
関
心
の
あ
る
方
等

の
意
見
を
大
切
に
前
進
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
総
合
戦
略
に
掲
げ
ら
れ
た
「
新
し

い
ひ
と
の
流
れ
」
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
地
方
へ
の

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」
に
対

し
、
町
は
、「
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
豊
か
な
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。
数
値

目
標
で
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
転
入

者
を
20
％
増
、
転
出
者
を
20
％
減
と
し

て
い
る
。
特
に
、
若
者
・
子
育
て
世
代

が
住
み
続
け
た
く
な
る
環
境
の
整
備
を

進
め
た
い
。

Ｑ
　
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
へ
の
取
組
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
若
い
世
代
に
と
っ
て
出
産
・
子
育
て

が
最
も
心
配
な
面
と
考
え
て
お
り
、
そ

れ
ら
へ
の
支
援
制
度
を
整
備
し
て
い

る
。
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
身
の

丈
に
合
っ
た
福
祉
施
策
の
充
実
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。

こ
だ
わ
り
あ
る
観
光
地
域
の

魅
力
づ
く
り
の
計
画
は
？

Ｑ
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
今
後
の
観

光
対
策
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
は
る
に
れ
の
木
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
、
報
徳
の
お
し
え
、
大
津
海

岸
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
な
ど
の
観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。
本
町
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
て
首
都

圏
に
て
放
映
す
る
計
画
が
あ
る
ほ
か
、

旅
行
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
様
々
な
媒
体
を
利
用

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の

整
備
、
観
光
事
業
へ
の
支
援
継
続
を
進

め
た
い
。

Ｑ
　
新
し
い
観
光
資
源
の
発
掘
や
、
今

あ
る
資
源
の
価
値
を
高
め
る
対
策
を
！

Ａ
　
宮
口
町
長

　
外
部
か
ら
の
情
報
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
活
気
あ
る
観
光
事
業
の
推
進
に
努

め
た
い
。

観光資源のはるにれの木

意　見　書
▷林業・木材産業の成長産業化

に向けた施策の充実・強化を求

める意見書

▷平成28年8月の連続4台風に

よる災害対応に関する意見書

原案どおり可決され、関係省庁に

提出されました。

広
報
と
よ
こ
ろ
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だ
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町
内
の
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
、
８

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
町
農
業
改
良
推
進

協
議
会
が
主
催
す
る
作
況
調
査
に
同
行
し

て
調
査
し
た
。

　
調
査
当
日
は
、
町
内
の
10
圃
場
９
作
物

に
つ
い
て
１
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草
丈
、

着
莢
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病
害
虫
の

発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　
本
年
は
、
５
月
上
旬
の
強
風
に
よ
り
甜

菜
の
再
播
種
や
馬
鈴
薯
の
植
付
作
業
が
遅

れ
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
多
雨
・

日
照
不
足
に
よ
る
豆
類
の
生
育
の
停
滞
、

８
月
に
は
台
風
第
７
号
、
第
11
号
及
び
第

９
号
な
ど
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
湿
害
と
、

度
重
な
る
異
常
気
象
の
発
生
で
、
生
育
の

遅
延
傾
向
に
加
え
収
穫
量
の
減
少
、
品
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状
況

は
、
甜
菜
に
つ
い
て
は
、
直
播
作
業
は
平

年
よ
り
早
く
始
ま
っ
た
が
、
５
月
８
日
及

び
12
日
の
強
風
に
よ
る
表
土
の
飛
散
に
伴

い
、
出
芽
間
も
な
い
直
播
圃
場
の
再
播
、

播
き
返
し
、
移
植
直
後
の
苗
の
折
損
な
ど

の
被
害
面
積
が
約
98
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
そ
の
後
も
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
の
断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
、
根
部
の
肥

大
は
緩
慢
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
８

月
の
台
風
に
よ
り
湿
害
が
懸
念
さ
れ
、

平
年
の
収
量
を
下
回
る
状
況
に
あ
る
。

豆
類
も
、
は
種
作
業
は
平
年
よ
り
早
く

終
了
し
た
が
、
湿
害
に
よ
り
生
育
の
停

滞
や
根
腐
病
が
発
生
し
欠
株
が
見
ら

れ
、
平
年
の
収
量
を
下
回
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
日
照
不
足
に

よ
り
茎
長
は
軟
弱
徒
長
し
、
一
部
圃
場

で
は
倒
伏
や
疫
病
が
見
ら
れ
、
台
風
に

よ
る
湿
害
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
牧
草
に
つ
い
て
は
、
１
番
草
は
、
生

育
、
生
収
量
と
も
に
平
年
を
上
回
り
、

２
番
草
も
順
調
に
生
育
し
て
い
る
が
、

収
穫
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
６
月
か
ら
７
月

▼
専
決
処
分
の
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
９
月
９
日
か
ら
の
大
雨
被
害
に
よ

る
明
渠
排
水
の
補
修
、
内
水
排
水
の

経
費
と
し
て
、
４
０
０
万
円
を
歳

入
歳
出
に
追
加
し
、
予
算
総
額
を

52
億
８
千
８
８
１
万
円
と
す
る
補
正
予

算
を
専
決
。
原
案
の
と
お
り
承
認
。

　
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く

い
と
ま
が
な
い
と
き
な
ど
、
議
会

に
か
わ
っ
て
町
長
が
処
分
（
決
定
）

す
る
こ
と
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
本
年
９
月
か
ら
開
始
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
付
者
へ
の
返
礼
事
業
の

経
費
、
地
方
創
生
推
進
事
業
へ
の
補
助

な
ど
、
２
千
91
万
円
を
歳
入
歳
出
に
追

加
し
、
予
算
総
額
を
53
億
９
７
１
万
円

と
す
る
補
正
予
算
。
原
案
の
と
お
り
可

決
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
大
津
地
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
大
津
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
工
事

の
契
約
。
金
額
は
５
千
９
４
０
万
円
。

原
案
の
と
お
り
可
決
。

の
日
照
不
足
に
よ
り
生
育
が
緩
慢
に
な

り
、
草
丈
・
葉
数
が
平
年
を
下
回
っ
て

お
り
、収
穫
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
な
お
、
現
地
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、
す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し
た
秋

ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
断
続

的
な
降
雨
、
日
照
不
足
に
よ
り
登
熟
が

遅
く
な
り
、
ま
た
、
開
花
後
の
降
雨
に

よ
り
生
理
障
害
が
発
生
し
、
収
量
の
減

少
と
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
今
後
も
台
風
な
ど
天
候

不
順
に
よ
る
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
虫
害

に
よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に

よ
っ
て
は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
全
町
的
に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排

水
な
ど
の
農
地
基
盤
整
備
対
策
や
、
平

成
20
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
土
層
改

良
を
目
的
と
し
た
圃
場
へ
の
泥
炭
土
の

受
入
れ
継
続
な
ど
、
安
定
的
な
収
量
確

保
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、

本
格
的
な
収
穫
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り

農
作
業
事
故
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う

関
係
機
関
等
を
通
し
て
指
導
を
徹
底
さ

れ
た
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

農作物作況調査

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
８
月
25
日
に
、「
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
」

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会
（
10
月
14
日
）

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

役
場
だ
よ
り
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相
馬
市
議
会
議
長
・
滑
川
市
議
会
議
長
　
来
町

〔
8
月
〕

23
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
～
札
幌
市

25
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
農
作
物
作
況
調
査
）

26
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
議
長
研
修

会	
	

～
新
得
町

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

〔
9
月
〕

２
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
27
年
度
決
算
認
定
）

８
日
　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
、
そ
の
他
）

11
日
　
相
馬
市
議
会
議
長
、
滑
川
市
議
会

議
長
来
町

〔
10
月
〕

14
日
　
第
３
回
臨
時
会

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

25
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）	

～
鹿
追
町
他

28
日
　
札
幌
豊
頃
会	

～
札
幌
市

31
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員

研
修
会	

～
幕
別
町

◎
今
後
の
予
定

〔
11
月
〕

５
日
　
東
京
豊
頃
会	

～
東
京
都

９
日
　
全
国
議
長
大
会	

～
東
京
都

〔
12
月
〕

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

14
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

議
会
広
報
研
修
会
参
加

　
８
月
23
日
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
を
担
当
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

道
か
ら
議
員
が
参
加
し
、
議
会
広
報
サ

ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
を
講
師
に

「
住
民
に
読
ま
れ
議
会
活
動
が
伝
わ
る
　

議
会
報
の
基
本
と
編
集
技
術
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
が
あ
り
、
読
者
で
あ
る
住
民

が
読
み
た
く
な
る
議
会
広
報
と
す
る
た

め
の
基
本
や
編
集
技
術
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
研
修
後
に
は
、
今
後
の
広
報
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
全
委
員
で
確

認
し
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で

あ
る
福
島
県
相
馬
市
か
ら
植
村
恵
治
議

長
、
谷
津
田
政
弘
議
会
事
務
局
長
、
星

光
総
務
部
長
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
役
場
で
藤
田
議
長
と
懇
談

後
、相
馬
市
ゆ
か
り
の
報
徳
二
宮
神
社
、

尊
親
翁
の
お
墓
を
参
拝
さ
れ
た
の
ち
、

産
業
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
同
じ
く
姉
妹
都
市
で
あ

る
富
山
県
滑
川
市
か
ら
上
田
昌
孝
市

長
、
中
島
勲
議
長
、
菅
沼
久
乃
議
会
事

務
局
長
、
片
口
和
人
農
林
課
長
が
来
町

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
産
業
ま
つ

り
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
本
町
議
員

と
交
流
を
深
め
、
本
町
特
産
品
の
秋
あ

じ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
な

ど
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
懇
談
で
は
、
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
本
町
を
襲
っ
た
台
風
に
よ
る
農

作
物
や
漁
業
へ
の
影
響
を
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

北海道町村議会議長会主催広報研修会

産業まつりで挨拶する
上田市長（中央）と中島議長（右）

二宮尊徳像前にて
谷津田局長・植村相馬市議長・藤田議長・星部長

会議の詳細は会議録で

　定例会や臨時会などの会議の内
容は、会議録に詳細に記録されて
います。
　ご覧になりたい方は、町ホーム
ページを閲覧されるか、議会事務
局へお問い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待
ちしております。

TEL　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
議
会
広
報
研
修
会
参
加
　
ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


